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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

近年の経済, 産業のグローバル化と共に, 物

流の活動はますます活発化, 広域化している. 

その上, 生産や流通において物流の位置付け

が高まりを見せ, 物流の国際協力を決定する

存在となっている. 物流の中でトラックは, 日

本の代表的輸送手段であり, 国内貨物の 90%

はトラックが担っている. トラックは戸口か

ら戸口までの機動性のある輸送に適している. 

そして, 主に, 小, 中の荷物を, 近, 中距離の

輸送を行う場合に利用されている. そのため, 

私たちの生活用品の多くを運んでおり, 私た

ちの生活にとって欠かすことができないライ

フライン（生命線）ともいえる.  

しかし, トラック業界の現状は多くの問題

を抱えている. コストアップ, 利用者ニーズの

多様化, 交通事故, 交通渋滞, 騒音および排気

ガス等による公害, 労働力の不足, 低賃金等の

様々な問題が挙げられる. 本研究では, 最も深

刻になっている, 原油高高騰と二酸化炭素削

減の両面をふまえたうえで, 輸送コストの削

減を考える. その一例として, 廃棄パレットの

回収を通して, トラックの輸送コスト(走行距

離の削減)と二酸化炭素の削減が同時に可能と

なるのかを, セービング法などを使い実証し

ていく. このことを本研究の目的とした.  

2.  廃棄廃棄廃棄廃棄パレットパレットパレットパレット回収回収回収回収についてについてについてについて 

2. 1. トラックターミナルトラックターミナルトラックターミナルトラックターミナルのののの説明説明説明説明およびおよびおよびおよび廃棄廃棄廃棄廃棄パパパパ

レットレットレットレット回収効果回収効果回収効果回収効果 

現在, 都内に多くのトラックターミナルが

存在する. トラックターミナルとはトラック

貨物の集配送・保管・加工などの中継機能を持 

 

 

 

つ物流拠点である. その多くは物流需要の大

きい都市の周辺部や幹線道路に面して立地し

ており, 大型トラックにより都市部に長距離

輸送された荷物を仕分けし, 小型トラックに

積み替えて都市内に配送したり, 小型トラッ

クにより都市内で集荷した荷物を, 大型トラ

ックに積み替えて都市外に長距離輸送する際

に使われる場所のことを指す. 現在, 東京都に

は 4 箇所の公共トラックターミナル（葛西、足

立、板橋、京浜）がある. 公共トラックターミ

ナルとは設備投資の軽減や荷物集荷量の確保

を実現するため, 複数の運送事業者が入居し, 

共同で利用する場所を指す. 本研究は, そこで

発生する廃棄パレット回収にかかる, トラッ

クの走行距離, および CO2 排出量を削減する

ために, VSP（セービング法）を用いてルート

配送を行い, トラックからの CO2 排出量の削

減や走行距離を削減できるかについて比較検

討し, その効果を見出すものである.  

 

図 1. 公共トラックターミナルと廃棄物回収業

者の所在 
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2. 2. 現在現在現在現在のののの廃棄廃棄廃棄廃棄パレットパレットパレットパレット回収方法回収方法回収方法回収方法ととととパレットパレットパレットパレット

のののの説明説明説明説明 

現在の廃棄パレットの回収方法は, 10t トラ

ックで, 萬世(回収業者)を出発し, １つのトラ

ックターミナルごとに, パレットを回収して

戻ってくる形をとっている. パレットは, 荷物

の保管, 移動などの荷役作業を効率化するた

めに, 荷物をまとめて載せる台である. パレッ

トの多くは平型で, フォークリフトによる運

搬に適している.  

図 2. 木製廃棄パレット 

 

2. 3. 廃棄廃棄廃棄廃棄パレットパレットパレットパレット回収回収回収回収にににに使使使使われるわれるわれるわれる、、、、回収方法回収方法回収方法回収方法

のののの要目要目要目要目とととと説明説明説明説明 

本研究の目的である, 廃棄パレット回収方

法の比較を行うにあたり, CO2 排出量の削減や

走行距離の削減を比較する.  そのために, 以

下の要目を調べる. そこから, 走行距離や CO2

排出量やトンキロあたりの CO2 を求め, 比較

する.  

 

1. 距離……回収業者(萬世）からトラックター

ミナルまでの距離(片道) 

2. ターミナル内……トラックターミナル内で

パレット回収にかかる走行距離 

3. 回収数……月に廃棄パレットを回収するト

ラックの運行回数 

4. 枚数……月に廃棄パレットとして出される

パレットの枚数 

5. 重量……月に廃棄パレットとして出される

パレットの重量 

6. 平均重量……重量/回収数 

7. 走行距離……月の廃棄パレット回収にかか

る距離(距離の 2 倍+ターミナル内)×回収数 

8. 燃費……トラックにおける燃料１L あたり

の走行距離 

9. CO2 排出係数……kg-CO2/リットル(日本ロジ

スティクスシステム協会公表のガイドライン

に従ったもの） 

10. 輸送トンキロ……トラック走行時の総合

的な輸送量指標として, 実際の輸送重量をト

ン単位に直し, 輸送距離を乗じた値. ここでは, 

月に一つのトラックターミナルに掛かる値を

出す(平均重量/1000×距離+平均重量/2000×ター

ミナル内)×回数 

11. CO2 排出量……月にトラックから出される

CO2 排出量(走行距離/燃費×CO2排出係数） 

12. CO2/トンキロ……トンキロあたりの排 CO2

出量（CO2排出量/輸送トンキロ）     

 

2. 4. 過去過去過去過去のののの廃棄廃棄廃棄廃棄パレットパレットパレットパレット回収結果回収結果回収結果回収結果 

2. 3. で説明した, 廃棄パレット回収に使わ

れる, 回収方法の要目から結果を導いた. 年間

のトラックターミナルの回収結果は回収回数

合計, 京浜 109回, 葛西 47回, 足立 39回, 板橋

36 回, 廃棄パレット合計枚数 68, 249 枚, 総重

量 1, 251, 310kg, トラックの走行距離 22, 

280km, 輸送トンキロ 60, 437t・㎞, トラックか

ら出される CO2 排出量合計 16, 678 リットル２

/kg-CO2, CO2/トンキロ 0, 276 リットル ２

/kg-CO2 ・t・㎞であった. 尚実際に使用したデ

ータは平成 19 年 1 月から平成 19 年 12 月のデ

ータを使用した. このデータと, VSP（セービン

グ法）を使用した検証結果とを比較検討する.  

 

3. VSP（（（（セービングセービングセービングセービング法法法法））））についてについてについてについて 

3. 1. VSP（（（（セービングセービングセービングセービング法法法法））））のののの説明説明説明説明 

本研究では, 最も効率の良い方法で回収す

るため, トラックの積載量を変え, さらにセー

ビング法を用いることで, 効率の良いルート

回収を行う. セービング法とは, トラックター



ミナルから配送先まで荷物を届けるとき, ト

ラックの配送延べ時間（走行距離）を少なくす

るような配送計画を立てることである.  

 

X, 配送時間=2t (P, A)+2t(P, B) 

Y, 配送時間=t (P, A)+t(A, B)+t(P, B) 

セービング 

s(A, B)=t(P, A)+t(P, B)－t(A, B) 

図 3. セービング法説明 

3. 2. セービングセービングセービングセービング法法法法をををを用用用用いたいたいたいたルートルートルートルート作成作成作成作成 

 現状では, パレット回収に 10ｔトラックを

使用しているが, 積載効率を上げるために 15

ｔトラックを使い, セービング法を用いた結

果ルートを作成する. まず始めに, ばらばらに

回収するのではなく, ルート回収なので, 表 1

から月の回収回数を基に月のルート回収数を

求める.  

表 1. 萬世から廃棄パレットを回収した回数 

 

表 1 より実質データの各トラックターミナ

ルの回収数の最小値を見ると, 京浜は 6 回, 葛

西, 足立, 板橋は 2 回と最低でも月に 6 回はト

ラックターミナルを訪れていることを基に月

に 6回, セービング法を用いてルート回収を行

う.  

表 2. 15tトラックを使用しセービング法を用い 

たルート検索 

 

表 2よりセービングを行った. その結果セー

ビング値の高い値からルートを検索する. か

つ, 15ｔトラックを使用するため, ルート積載

量も考慮する.  

表 3. 月の最大積載量を 6 回で割った値(kg) 

京浜 葛西 足立 板橋 

10535 4907 3672 4842 

ルート積載量を考慮する. すべての月の積

載重量に対応できるようにするため, その年

の最大積載量が一番高い月のデータに注目す

る. そのため, トラックターミナルの積載量が

最大の時の重さを考える. そして, 表 1 で求め

た回収回数を, 月の最大値で割る. その値を表

3 で示した. 表 1, 表 2, 表 3 よりセービング値

やルート積載量を踏まえた結果を表 4 に示し

た.  

表 4. セービング法で求められたルート 

ルート 1 萬世-葛西-足立-板橋-萬世 

ルート 2 萬世-京浜-萬世 

 

3. 3. VSP（（（（セービングセービングセービングセービング法法法法））））をををを用用用用いたいたいたいた結果結果結果結果 

セービング法の結果から, 走行距離と CO2

排出量を求める. 走行距離は, 毎回同じルート

回収月数 京浜 葛西 足立 板橋 

平成 19 年 1 月 11   5   3   3 

平成 19 年 2 月  11   4   2   3 

平成 19 年 3 月  12   4   3   2 

平成 19 年 4 月  10   4   4   2 

平成 19 年 5 月   8   3   3   3 

平成 19 年 6 月 10   2   3   2 

平成 19 年 7 月  10   4   3   2 

平成 19 年 8 月   8   3   3   4 

平成 19 年 9 月   6   3   4   3 

平成 19 年 10 月   8   5   3   5 

平成 19 年 11 月   7   5   4   3 

平成 19 年 12 月   8   5   4   4 
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P=トラックターミナル 

A, B=配送先 

x y 



を通ると仮定しているので, 萬世→葛西→足

立→萬世と萬世→京浜→萬世のルートを月に

6 回回収し, それを 1 年間通して行うので, 12

を掛けた値となる. CO2 排出量は, 走行距離が

求められたので, 15ｔトラックの燃費で割った

値に CO2 排出係数 2. 62 を掛けた値となる. 結

果, 走行距離 16836, 48 ㎞, CO2 排出量 16, 337

リットル２/kg-CO2 となった.  

 

4. 検証結果検証結果検証結果検証結果（（（（VSPとととと現状現状現状現状のののの比較比較比較比較）））） 

 検証結果は以下のように示された.  

表 5. 検証結果 

 現状 15t 案 

年間走行距離 22280. 22 16836. 48 

年間 CO2 排出量 16. 6783 16. 3376 

そして, 年間のトンキロ当たり CO2排出量

を比較するために, その値を表 6のように求め

た.  

表 6. 月別のトンキロ当たり CO2排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 の結果から, 年間の平均値を求め, その

差をSPSS11. 5Jを利用し, 統計処理で比較した. 

その結果, 各平均値および, その 95%信頼区間

を図 4に示す. そしてデータに対応のある場合

の平均値の差の検定を行うと、有意確率(両側)

は（0. 00）となり, 両平均値の間に, 差がある

ということがわかった.  

 

 

図 4. VSP と現状の回収結果の比較 

5. まとめまとめまとめまとめ 

本研究ではトラックターミナルで発送する

廃棄パレット回収に伴う CO2 排出量を削減す

るために, セービング法を用いて検討した. そ

の結果から, 以下の点を明らかにすることが

できた.  

１ 年間走行距離を 5443. 74km 削減できる 

２ 年間 CO2 排出量を削減できる（0. 3354） 

３ 回収回数を削減できる 
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